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論文内容の要旨
【目的】孜々は脳性麻揮者の運動による換気反応の研究において、運動時の呼吸パターンは不規則で浅述
呼吸であることを報告してきた。その要因として、脳件:麻揮者のmuscletension、musclcincoordination 
を原因とする神経筋肉子と中枢性の閃子が関与していると考えられた。今町、両因子の関与を検討するた
めに、高炭酸ガス負荷による換気の反応を検討した。
【対象】対象は補助具無しで歩行可能なアテトーゼタイプの脳性麻揮者(以卜CP) 5 {9IJ(平均年齢40.6歳)
とコントロール群(以下N群〉として健常人7例(平均年蹴36.3歳)である。
【方法】高炭駿ガス負荷は二重制御法にて実施した。 PI:."102(呼気終末酸素分圧)を180mmHgに設定し、
P，:rC02 (呼気終末炭酸ガス分正)を40rnmHgで‘2分間安静呼吸の後6分間で65mmHgまで k併させ、その
状態で 2分間負荷し、分時換気量CVE(R. /min.))、一回呼吸量(TVCR.))、呼吸数(f(/min))、吸気開始0.1
秒後の口腔内圧PnlCcmH?O)、一日吸気時間(Ti)、などの換気諸量を測定した。
【結果】高炭酸ガス換気応答の解析はPI::rC02 と VEとの関係をl直線回帰し、その傾き(ムVE/ムP~:rC02) 
を換気応答備とした。またP貯 C02とPO.Iとの関係を直線回帰し、その傾き(ムPo・1/ムPt;TCO2)をPOI換気
応答債とした。換気応答備は両群で有意差はなかったがPOI換気応答値はCP群で台.意に高値を示した
(Pく0.05)0PωlとVE、TV/Ti (平均吸気流量)との関係より同ーの吸気ドライブ'CPOI)に対してVE、
TV/TiはCP群ではN群に比べて低航を不した。
【考察】 CP群ではN群と比較して高炭酸ガス刺激に対して中枢からのドライブと吸気筋群までの反応が大
きく、(呼)吸筋群のmuscleincoordinationを伴う muscletensionの)L進のため胸郭のコンブライアン
スが低下し同ーの吸気ドライプ(PoJに対してTV/Ti、VEは低怖を示したと考えられた。
論文審査の結果の要旨
脳性麻痔者の運動時の換気反応、の研究において、呼吸パターンは不規則で浅述呼吸であることを報告ーさ
れている。その要凶として、脳性麻揮者の musde tension、musclcincoordinationを原因とする神経
筋因子と中枢性の因子が関与していると考えられている。しかし、その生理学的な検討はなされていない。
木研究は、その両因子の関与を検討するために高炭酸ガス負荷を行い換気応答を検討したものである。
本研究では、補助異無しで歩行可能なアテトーゼタイプの脳性麻庫者(以下CP) 5例〈半均年齢40.6歳)
と健常人(以下N群)7例(平均年齢36.3歳)に対して、二重制御法による高炭酸ガス負荷を施行し、分時換
気霊[VECf /min.)J 、一.~~呼吸量lTV(f)]、呼吸数[fC/mm)J、吸気開始0.1;秒後の口腔内圧 (Po1;cmHzO)、
一回吸気時間('1'1)などの換気諸量を測定し比較検討した。高ー炭酸ガス換気応答の解析はP貯C02(呼気終末
炭駿ガス分圧)とVEとの関係を直線回帰し、その慣き(ムVE/ムP;rrCOz) を換気応答値とし、 p":~，C02 と
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lへ"との関係を直線[tJ.1帰し、その(噴き(ムi九1仁ヘl弘rC(2)をp，換気応答値とした。換気応答値は両群で有志;
基は不さなかったがPo;換気応答{直はCP群で有意に高値を/1えした CP<O.05LPu IとVE、TV/Ti(半均吸
気流量)との関係より同ーのPú.に対してVEおよびTV!Ti~まCP群ではN群に比べて低値を示したの以上の
ことにより、高炭般ガス負何において、 CP#Tでは一定のVEを得るための中枢からのドライブが河群より大
きく、同ーの吸気ドライブに対してTV!Tiが低植を示したことにより呼吸筋の協調運動を含めた胸郭系の
コンプライアンスの低ドが影響していることが示唆されたの
一般的にアテトーゼタイプの脳性麻禅者は、何らかの刺激が働いたときにrnuscletensionが山現し、
musclc incoordinationのために動揺性を示すc このmuscleincoordinationを伴うmusclc tcnsionの充
進ないしは骨格筋の異常緊張が胸郭のコンプライアンスの低下の原閃と考えられるo本研究ではCP群は高
炭般ガス負荷において中枢からのドライブは大きく、骨格筋の異常緊張のため胸郭のコンプライアンスが
低ドし同ーの吸気ドライブに刈してVEが低柄になることをぷしている。胸郭のコンブライアンスの低下が
運動時の換気制限の原因である可能性が示唆され、胸事1)のコンブライアンスを改善されれば脳性麻陣者の
運動時の換気効半が改善し円常生活動作の改善に寄与すると推測される。よって、木研究者は、博士(医
学)の学位を授勺-されるに値するものと認められた。
